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施設再建の状況

・宮城県岩沼市相野釜地区において津波

の被害により施設が全壊（７事業）

・内陸部に移転し、複合型施設として

再建 １年２ヶ月経過



白砂青松の恵まれた環境

被災前の施設群



被災場所

移転場所



☆再建の現況

・構造規模：鉄筋コンクリート造 ４階建

・建物面積：５，７９０．０３㎡

・敷地面積：６，９９６．２６㎡

☆再建年月日 平成２６年１月１５日

☆事業再開年月日 平成２６年２月 １日

☆再建場所

宮城県岩沼市押分字新田東１０９－２

被災地から約３㎞内陸部に移転



☆ 連 絡 先

電 話 ０２２３－２９－２１４１

ＦＡＸ ０２２３－２９－２１４２

ホームページ www.akaikoh.or.jp

Ｅメール info@akaikoh.or.jp



昭和５６年５月 平成２年２月 平成８年３月 平成１２年２月 平成２０年４月 未開設 平成２６年２月 平成２６年２月

５０ ３５ ２９ １１４

施設概況
旧施設・新施設対照表

福祉避難所

福祉避難所

マリンホーム地域
包括支援センター

グループホーム
相野釜

計

介護老人福祉施
設

地域密着型特別
養護老人ホーム

恵み野

介護老人福祉施
設

通所介護 通所介護（認知症） 居宅支援事業
地域包括支援セン

ター
認知症高齢者グ
ループホーム

事業所名
特別養護老人
ホーム赤井江マリ

ンホーム

デイサービスセン
ターくろまつ荘

デイサービスセン
ターほほえみ荘

マリンホーム介護
支援センター

開設年月

定員（名）

種別

５０ ３５ ２９ １１４

旧施設 2,210.34 350 150 60 75.82 698.91 3,545.07

新施設 3,129.74 679.09 47.04 40.93 1,626.56 266.67 5,790.03

増減 919.40 329.09 -12.96 -34.89 1,626.56 266.67 2,244.96

鉄筋コンクリート
造（３階）

鉄筋コンクリート
造（４階）

鉄筋コンクリート
造（２階）

鉄筋コンクリート造
（１階）

未再建
鉄筋コンクリート造

（１階）
鉄筋コンクリート造

（１階）
未再建

木造
（一部２階建）

鉄筋コンクリート
造（平屋）

鉄筋コンクリート造
（平屋）

鉄筋コンクリート造
（平屋）

鉄筋コンクリート造
（平屋）

鉄筋コンクリート造
（平屋）

延床面積
（㎡）

定員（名）

旧施設

新施設

構造



平成２６年 １月竣工 ２月再開



デイサービスセンターくろまつ荘入り口



地域の高齢者・障害者の福祉避難所



被害状況と教訓



岩沼市
人口：４４，２５４人
世帯：１６，０３４世帯
津波浸水面積 市域の４８％

死亡者数：１８０人



被災の状況



震災後のマリンホームの門前



崩壊した玄関付近



３０年前に植えた欅も根こそぎ



引き渡し直前のグループホーム相野釜（基礎は残る）



事務室前の様子



事務室の内部



居室南側の廊下



玄関上部ドーム屋根



玄関前の廊下



津波により決壊して海とつながった赤井江



無残な姿の公用車



津波襲来時に停止した時計



津波に運ばれたか屋上に車（職員の車）



デイサービスセンターほほえみ荘の玄関前



マリンホームの機械浴



短期入所専用棟の内部



デイサービスセンターくろまつ荘の内部



震災後に咲いた桜



現在の状況

再建した地域の状況

東日本大震災前に区画整理組合

が販売を開始した新興住宅地。

隣接して、被災住民の集団移隣接して、被災住民の集団移

転地もあり、今後、新しい町と

しての成長が期待される。



被災時における教訓

情報収集の手段の確保

マニュアルにない対応マニュアルにない対応

素早い判断



事業再建に向けた課題など

再建場所（土地）の確保

長期化する避難生活長期化する避難生活

財政的限界

職員の確保



再建プラン（当初）

～特養を中心とした複合施設の復

興を目指して～興を目指して～

復興理念

「共に歩む」





再建に至る状況

・平成２３年１１月 宮城県に復旧復興補

助協議書を提出

・平成２４年 １月 再建計画を国が承認

・平成２４年 ８月 国の災害査定完了

・平成２４年１０月 建設用地を取得・平成２４年１０月 建設用地を取得

・平成２４年１２月 着工

・平成２５年 ９月 上棟式

・平成２６年 １月 竣工（引渡し）



再建後の取り組み

・地域包括ケアシステム

地域独自のシステムの構築

・教訓を踏まえた取組など

災害完結型の施設

・課題に向けた取組など

避難計画の見直し

新しい訓練の導入

災害備蓄の見直し



震 災 前



再建施設群



再建に至るまで、多くの皆
様に支えられました。

この度ほど、絆を感じたこ
とはありません。とはありません。

皆様からの心温まる御支援
に心より御礼申し上げます。


